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医
学
部
、
薬
学
部
、
看
護
学
部
と

医
学
部
附
属
病
院
の
医
療
系
の
部
局

が
コ
ン
パ
ク
ト
に
結
集
し
て
い
る
亥

鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
長
年
に
わ
た

り
国
内
外
に
数
多
く
の
教
授
や
病
院

長
、
部
長
な
ど
医
療
界
に
リ
ー
ダ
ー

を
輩
出
し
て
き
た
実
績
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
地
に
お
い
て
我
々
は
、「
治

療
学
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
最
先
端
の

治
療
薬
・
治
療
法
の
研
究
開
発
を
進

め
る
と
と
も
に
、
超
高
齢
化
社
会
を

迎
え
た
我
が
国
で
具
現
さ
れ
る
あ
ら

た
な
形
態
の
医
療
の
も
と
で
患
者
目

線
に
た
っ
た
医
療
の
実
践
に
貢
献
で

き
る
医
療
人
、
特
に
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
医
学
研
究

院
、
薬
学
研
究
院
、
看
護
学
研
究
科

が
協
働
し
て
推
進
し
て
い
る
、
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
平

成
24
〜
平
成
30
年
度
）
で
は
、
関
連

の
大
学
院
生
に
奨
学
金
を
与
え
て
研

究
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
え
て
参

り
ま
し
た
。

生
命
科
学
研
究
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
研
究
者
自
身
に
沸
い
て
き
た
素

朴
な
疑
問
に
答
え
を
出
し
た
い
、
と

い
う
個
人
的
な
知
的
好
奇
心
に
因
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
し
て
研

究
を
す
る
過
程
で
、
あ
る
「
発
見
」

に
出
あ
う
と
、
知
的
好
奇
心
が
満
た

さ
れ
、「
こ
の
事
実
を
知
っ
て
い
る

の
は
世
界
中
で
自
分
だ
け
」、
と

い
っ
た
一
種
の
特
別
な
知
的
快
感

（
知
的
エ
ク
ス
タ
シ
ー
）
を
経
験
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
発
見
が

ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
か
は
、
あ

ま
り
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
一
度

「
発
見
」
し
た
い
と
い
う
願
望
に
か

わ
り
、
そ
れ
が
研
究
を
継
続
す
る
原

動
力
に
な
り
ま
す
。
幸
運
に
も
２
度

目
の
「
発
見
」
を
す
る
と
、
そ
の
願

望
は
さ
ら
に
強
い
も
の
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
良
い
意
味
で
の
依
存
性
を

帯
び
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
研
究
活
動
の
最
初
の
知
的
好
奇
心

を
満
た
す
た
め
に
は
、
少
額
で
も
や

り
た
い
研
究
が
で
き
る
自
由
度
の
高

い
研
究
費
が
必
要
で
す
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
、
猪
之
鼻
奨
学
会
の
よ
う

な
奨
学
金
制
度
は
非
常
に
有
意
義
で

す
。
医
学
研
究
者
で
あ
れ
臨
床
医
で

あ
れ
、
若
い
と
き
に
い
た
だ
い
た
奨

学
金
や
研
究
助
成
金
は
決
し
て
忘
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
、

様
々
な
形
で
患
者
様
の
た
め
の
医
療

に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か

ら
も
猪
之
鼻
奨
学
会
の
奨
学
金
制
度

が
さ
ら
に
拡
充
し
、
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ

ス
に
集
う
医
療
系
の
若
手
の
研
究
者

を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
強

く
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
伴
い
、
現

金
通
貨
を
使
用
せ
ず
決
裁
す
る
機
会

が
増
え
て
い
る
。
今
後
、
現
金
通
貨

を
知
ら
な
い
世
代
が
生
ま
れ
て
く
る

か
も
し
れ
な
い
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
で
手
間
や
負
担
が
減
る
の
は
確
か

で
あ
り
、
支
払
い
時
に
高
額
紙
幣
し

か
手
持
ち
が
な
く
、
硬
貨
が
増
え
て

後
悔
す
る
こ
と
も
な
く
な
る
。
我
が

家
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
完
全
に

対
応
し
き
れ
て
い
な
い
が
、
お
金
に

対
す
る
経
済
感
覚
を
身
に
つ
け
た
上

で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
対
応
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

奨
学
金
制
度
や
そ
れ
に
対
す
る
考

え
方
も
一
昔
前
と
だ
い
ぶ
異
な
る
。

成
績
優
秀
か
つ
学
資
の
支
弁
が
困
難

な
の
が
応
募
資
格
で
、
私
も
千
葉
大

学
大
学
院
入
試
の
時
だ
け
は
製
剤
工

学
研
究
室
に
残
れ
る
よ
う
勉
強
し
て

そ
れ
相
応
の
結
果
を
残
せ
た
が
、
奨

学
金
の
貸
与
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
ま

た
、
昔
気
質
の
親
に
収
入
証
明
書
の

提
出
を
説
得
す
る
の
が
大
変
苦
労
し

た
。
当
時
は
、
将
来
教
員
や
公
務
員

と
し
て
一
定
期
間
働
け
ば
返
還
免
除

と
い
う
話
も
あ
り
、
奨
学
金
の
貸
与

を
受
け
た
人
も
多
い
と
思
う
。
最
近

は
職
種
に
よ
る
返
還
免
除
は
な
い
も

の
の
、
特
に
優
れ
た
業
績
に
よ
り
返

還
免
除
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

奨
学
金
は
以
前
と
比
べ
て
受
給

率
・
延
滞
率
と
も
に
高
く
な
っ
た
と

い
う
話
を
聞
く
。
奨
学
金
に
は
給
付

型
や
利
子
の
有
無
に
よ
る
貸
与
型
な

ど
様
々
な
種
類
が
あ
り
、
学
生
は
状

況
に
応
じ
て
応
募
し
奨
学
金
を
受
給

し
て
い
る
。
勉
学
に
励
ん
だ
学
生
が

報
わ
れ
る
の
が
一
番
望
ま
し
い
が
、

は
た
し
て
本
当
に
必
要
な
学
生
が
奨

学
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
奨
学
金
の
種
類
や
将
来

の
リ
ス
ク
を
含
め
内
容
を
確
認
し
た

上
で
応
募
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
情

報
弱
者
と
い
う
言
葉
だ
け
で
片
付
け

ら
れ
な
い
問
題
で
あ
る
。
経
済
・
社

会
状
況
も
一
昔
前
と
異
な
る
た
め
一

概
に
比
較
で
き
な
い
が
、
そ
の
時
本

当
に
必
要
と
す
る
学
生
に
適
し
た
タ

イ
プ
の
奨
学
金
が
設
け
ら
れ
、
給

付
・
貸
与
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か

り
で
あ
る
。　

猪
之
鼻
奨
学
会
の
研
究
助
成
は
医

薬
系
の
一
般
・
若
手
常
勤
研
究
者
に

対
し
て
、
奨
学
金
の
貸
与
は
学
部
・

大
学
院
の
学
生
に
対
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
事
業
の
大
半
は
寄
附
金
で

運
営
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
皆
様
か

ら
の
継
続
的
な
ご
支
援
が
必
要
で

す
。
将
来
の
医
学
薬
学
研
究
を
担

う
、
助
成
金
・
奨
学
金
を
切
に
希
望

し
て
い
る
若
者
へ
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ご寄付のお願いと寄付金の税額控除のお知らせ
猪之鼻奨学会は、大正４年（1915年）に創立されて以来、多くの方々からの善意の寄付金により奨学事業並びに研究助成事
業を実施してきております。
平成24年４月１日「公益財団法人」として、新たにスタートした猪之鼻奨学会は、「定款」に謳いますよう、医学及び薬学
の研究を奨励することを目的として、研究事績の優秀な者に研究費の補助、そして学資の欠乏を告げた学生に学資の貸与を行
ないます。これらの事業を遂行するために、どうか皆さまのご支援・ご協力を宜しくお願い申し上げます。
一口5,000円ですが、ご都合により何口でも結構です。
同封の郵便振替用紙にてお振込み下さい。
なお、「特定公益増進法人化にともなう寄付金の税額控除」に関しては、公益財団法人へ移行したことにより、本会が税制
上の優遇措置の対象となる特定公益増進法人となりました。従って、個人によるご寄付の場合、所得の40％を上限として、ご
寄付金額から２千円を差し引いた金額が、その年の課税所得から控除されます。法人によるご寄付の場合、一般の寄付金とは
別枠で、特別損金算入限度額まで、損金の額に算入することが認められます。
今後とも、皆様方の一層のご指導ご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

 公益財団法人猪之鼻奨学会　理事・評議員一同　

猪之鼻奨学会報　第 23 号　　題字　井出源四郎（第八代千葉大学学長）
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平成30年度　公益財団法人猪之鼻奨学会事業報告
自  平成30年４月１日　至  平成31年３月31日

１．事業の状況
　１　研究助成金（180万円）の助成　　内訳　各30万円　一般の部　５件　　若手の部　１件
 一般の部

所　　属 研究領域 氏　　名 研　　　究　　　課　　　題

千葉大学医学部附属病院 整形外科学 稲毛　一秀 骨壊死に関する抗RANKLモノクロナール抗体製剤デノスマブ投与における治療効果と
副作用に関する臨床的探索試験 ―第Ⅰ，Ⅱ相試験―

千葉大学医学部附属病院 画像診断 横田　　元 再帰的皮質ネットワークを利用したMR angiographyに対する脳動脈瘤検知システムの開発
千葉大学大学院医学研究院 血液内科 塚本　祥吉 病的形質細胞の遺伝子解析による原発性ALアミロイドーシスの分子病態解明
東京理科大学研究推進機構
生命医科学研究所 分子病態学 櫻井　雅之 ゲノム＆RNA編集酵素ADAR1が司るR-loop制御によるゲノム安定性維持機構

千葉大学大学院薬学研究院 有機化学 原田　慎吾　バイオ触媒を用いた生体性機能分子の網羅的合成法の開発

 若手の部
所　　属 研究領域 氏　　名 研　　　究　　　課　　　題

千葉大学大学院薬学研究院 薬学 米田　友貴 ペンタフィリンを用いた赤外光による光線力学療法

　２　奨学金（60万円）の貸与　１件60万円
　　　貸与者なし
　

３　会報発行　12,500部
　　医学部　8,000部
　　薬学部　4,500部

収　支　内　訳　書
平成30年４月１日～平成31年３月31日

公益財団法人猪之鼻奨学会 （単位：円）　

貸　借　対　照　表
平成31年３月31日現在

公益財団法人猪之鼻奨学会 （単位：円）　

科　　　目 当年度 前年度（注） 増　減（注）
Ⅰ　資産の部
１．流動資産
現金預金
 現　金 4,490 2,097 2,393
 普通預金 1,049,817 765,128 284,689

 流動資産合計 1,054,307 767,225 △ 950,817
２．固定資産
（1）基本財産

基本財産有価証券 0 0 0
基本財産預金 60,030,800 60,030,800 0
土　地 0 0 0

基本財産合計 60,030,800 60,030,800 0
（2）特定資産

貸付奨学金 2,400,000 2,700,000 △ 300,000
研究助成基金 14,000,000 13,000,000 1,000,000

特定資産合計 16,400,000 15,700,000 700,000
（3）その他固定資産
その他固定資産合計 0 0 0
固定資産合計 76,430,800 75,730,800 700,000
資産合計 77,485,107 76,498,025 987,082
Ⅱ　負債の部
１．流動負債
未払金 0 0
預り金 0 0
賞与引当金 0 0

流動負債合計 0 0 0
２．固定負債
退職給付引当金 0 0
修繕引当金 0 0

固定負債合計 0 0 0
負債合計 0 0 0
Ⅲ　正味財産の部
１．指定正味財産 76,950,643 75,080,642 1,870,001
２．一般正味財産 534,464 1,417,383 △ 882,919
正味財産合計 77,485,107 76,498,025 987,082
負債及び正味財産合計 77,485,107 76,498,025 987,082

科　　　目 当年度 前年度 増　減 備考

収　

入　

の　

部

１．基本財産運用収入
基本財産利息収入 5,840 282,800 △ 276,960
事業収入 0 0 0

２．寄付金収入
寄付金収入 4,476,000 4,100,000 376,000

３．貸付金回収収入
貸付奨学金回収収入 300,000 0 300,000

４．雑収入
受取利息 7 101,031 △ 101,024

当期収入合計 4,781,847 4,483,831 298,016

支　
　
　

出　
　
　

の　
　
　

部

１．事業費
研究助成金 1,800,000 1,800,000 0
貸付奨学金 0 600,000 △ 600,000

事業費合計 1,800,000 2,400,000 △ 600,000
２．管理費
給　料 843,660 869,312 △ 25,652
旅費・交通費 93,080 101,430 △ 8,350
手当・謝金 50,000 50,000 0
事務備品費 0 23,747 △ 23,747
消耗品費 32,175 21,235 10,940
印刷費 191,972 188,300 3,672
交際費 10,000 0 10,000
賃借料 35,355 35,355 0
通信運搬費 33,852 26,318 7,534
会議費 14,456 11,385 3,071
支払手数料 257,040 246,240 10,800
ホームページ関連費 43,200 43,200 0
租税公課 2,695 18,271 △ 15,576
記念品費 0 12,997 △ 12,997
修繕費 16,783 0 16,783
雑　費 70,499 68,551 △ 12,997

管理費合計 1,694,767 1,716,341 △ 36,519
当期支出合計 3,494,767 4,116,341 △ 636,519
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公
益
財
団
法
人

�

猪
之
鼻
奨
学
会
寄
附
金
結
果
報
告

千
葉
大
学
医
学
部
・
薬
学
部
同
窓
会
員

　

 

お
よ
び
関
係
者
各
位　

　

平
素
よ
り
公
益
財
団
法
人
猪
之
鼻
奨
学
会
の
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
方
々
の
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
寄
附
金
は
、

下
記
の
よ
う
に
、
大
勢
の
ご
賛
同
と
ご
協
力
が
得

ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
金
員
は
、
当
奨
学
会

の
事
業
費
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。
お
蔭
様
を
持
ち
ま
し
て
平
成

30
年
度
に
お
け
る
助
成
件
数
は
６
件
で
、
総
額

180
万
円
の
研
究
助
成
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
当
奨
学
会
の
発
展
に
理
事
・

評
議
員
共
に
更
な
る
努
力
を
重
ね
る
所
存
で
す
。

こ
こ
に
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
皆

様
方
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
　
　
　

記

　

寄
附
件
数　

百
六
十
件

　

寄
附
総
額　

四
百
四
十
七
万
六
千
円

　
　

令
和
元
年
五
月
一
日

公
益
財
団
法
人
猪
之
鼻
奨
学
会

理
事
・
評
議
員
一
同　
　
　
　

氏
　
　
　
名

都
道
府
県

天

海

照

夫

栃
木
県

新

井　
　

正

東
京
都

阿

部

倫

子

茨
城
県

朝

岡

威

親

千
葉
県

浅

野

武

彦

東
京
都

安

藤

吉

治

神
奈
川
県

市

川

智

彦

千
葉
県

石

川

達

雄

千
葉
県

和

泉

佳

子

千
葉
県

伊

藤　
　

博

千
葉
県

飯

田

昌

志

東
京
都

今

泉

絢

子

愛
知
県

岩

倉

弘

毅

東
京
都

伊

藤

達

雄

東
京
都

遠

藤

裕

久

埼
玉
県

遠

藤　
　

毅

千
葉
県

奥

村　
　

康

千
葉
県

奥

田

桂

子

千
葉
県

小

野

幸

雄

茨
城
県

大

友

一

夫

埼
玉
県

氏
　
　
　
名

都
道
府
県

小

田

健

司

千
葉
県

冲

永

聡

子

東
京
都

落

合

武

徳

千
葉
県

加

藤　
　

功

千
葉
県

神

田　
　

收

千
葉
県

加

藤

直

也

東
京
都

門

脇　
　

淳

栃
木
県

加

来

俊

貞

千
葉
県

神

谷　
　

努

茨
城
県

門

山

周

文

東
京
都

片

倉　
　

透

千
葉
県

河

村

和

子

千
葉
県

菊

池

義

公

埼
玉
県

北

野

隆

司

神
奈
川
県

菊

池

周

一

千
葉
県

窪

田

叔

子

千
葉
県

倉

持

宏

明

千
葉
県

熊

谷　
　

仁

千
葉
県

栗

山

節

子

東
京
都

小

泉

準

三

茨
城
県

氏
　
　
　
名

都
道
府
県

神

戸

敏

行

福
島
県

幸

部

吉

郎

千
葉
県

小　

林　

千
鶴
子

千
葉
県

小

林

弘

忠

千
葉
県

小　

山　

隆
一
郎

東
京
都

金　
　

民

世

東
京
都

佐

野

迪

雄

東
京
都

佐

藤

正

俊

北
海
道

佐
久
川　

輝　

章

千
葉
県

佐

藤

忠

夫

茨
城
県

砂

田

荘

一

千
葉
県

五
月
女　
　
　

隆

千
葉
県

獅
子
原　

薫　

子

東
京
都

嶋

田

哲

男

千
葉
県

島

崎　
　

淳

千
葉
県

須　

藤　

壮
一
郎

千
葉
県

諏
訪
園　
　
　

靖

千
葉
県

鈴

木

敏

幸

神
奈
川
県

鈴

木

健

文

東
京
都

鈴

木

文

晴

東
京
都

瀬

田

勝

雄

千
葉
県

宗　

永　
　
　

元

千
葉
県

田

島

寛

之

千
葉
県

竹

内　
　

達

千
葉
県

田
垣
内　

祐　

吾

千
葉
県

橘　
　

正

道

千
葉
県

田

中

則

好

千
葉
県

髙

山

直

秀

東
京
都

千

葉

胤

道

千
葉
県

徳

久

剛

史

千
葉
県

中

嶋

弘

道

千
葉
県

長

尾

啓

一

千
葉
県

中

田

正

子

京
都
府

中

村

和

郎

千
葉
県

二

村

静

子

静
岡
県

西

原

尚

史

東
京
都

新

倉

春

男

東
京
都

野

口

眞

利

東
京
都

氏
　
　
　
名

都
道
府
県

野

溝

春

子

長
野
県

野　

原　

智
恵
子

埼
玉
県

萩

巣

敏

子

千
葉
県

林　
　

雅

意

千
葉
県

花

輪

孝

雄

山
梨
県

原　
　

賢

子

長
野
県

久

田

俊

和

長
野
県

久

田

恵

子

長
野
県

平

山

恵

子

茨
城
県

古

木　
　

新

千
葉
県

古

屋

右

内

神
奈
川

藤

本

重

義

神
奈
川
県

古

川　
　

斎

千
葉
県

深

尾　
　

立

茨
城
県

松

前　
　

元

北
海
道

前

田

昌

利

千
葉
県

増

村

道

雄

兵
庫
県

丸

田

哲

郎

千
葉
県

三

上

恵

只

千
葉
県

宮

崎　
　

勝

千
葉
県

水
鳥
川　

俊　

夫

千
葉
県

道

永

幸

治

東
京
都

向　

後　

新
四
郎

千
葉
県

諸

岡

信

裕

千
葉
県

森

田

暁

洋

神
奈
川
県

森

川

眞

一

千
葉
県

矢

田 

洋

三

千
葉
県

山

田

善

重

千
葉
県

山

本

博

憲

高
知
県

山

本

恵

司

千
葉
県

山

本

友

子

千
葉
県

安

田

耕

作

千
葉
県

吉

井
　
　

功

千
葉
県

渡

辺

和

夫

千
葉
県

若

新

洋

子

千
葉
県

若

新

政

史

千
葉
県

 

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
現
在

高
額
寄
付
者
御
芳
名
録
（
平
成
30
年
度
）

�

（
敬
称
略
）　

秋

葉

哲

生

千
葉
県

中

村

伸

子

千
葉
県

黄

田

悦

子

東
京
都

服

部

孝

道

千
葉
県

熊

谷

哲

夫

千
葉
県

馬

場

紀

子

東
京
都

草

刈

　

隆

千
葉
県

平

嶋

　

毅

千
葉
県

軍

司

祥

雄

千
葉
県

宮

原

弘

次

埼
玉
県

香

田

真

一

千
葉
県

山

中

悠

子

千
葉
県

小
　
屋
　
佐
久
次

群
馬
県

横

井

邦

一

埼
玉
県

佐

藤

兼

重

東
京
都

七

夕

の

会

嶋

田

俊

恒

千
葉
県

昭
和
61
年
卒
同
窓
会

高

橋

　

康

埼
玉
県

薬

友

会

髙

木

一

也

千
葉
県

ゐ
の
は
な
同
窓
会

中

村

和

則

千
葉
県

平
成
30
年
度
寄
附
者
名
簿
（
敬
称
略
）
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編

集

後

記

21
世
紀
も
中
盤
に
差
し
掛
か

る
中
、
人
工
知
能
・
医
療
ロ

ボ
ッ
ト
・
遺
伝
子
診
断
・
遺
伝

子
治
療
・
抗
体
医
薬
・
細
胞
医

薬
／
再
生
医
療
・
ゲ
ノ
ム
編
集

な
ど
の
技
術
革
新
の
波
が
押
し

寄
せ
、
病
気
の
診
断
・
治
療
が

飛
躍
的
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

亥
鼻
地
区
は
２
年
以
内
に
大
き

く
変
わ
り
、
野
球
場
グ
ラ
ン
ド

に
中
央
診
療
棟
（
地
上
８
階
地

下
１
階
）・
リ
ニ
ア
ッ
ク
棟

（
１
階
）
及
び
医
学
系
総
合
研

究
棟
（
11
階
）
が
新
営
さ
れ
附

属
病
院
と
一
体
化
し
ま
す
。
猪

之
鼻
奨
学
会
で
は
、
次
世
代
を

担
う
若
手
へ
の
研
究
助
成
「
県

内
の
医
薬
研
究
者
（
40
歳
未
満

５
名
程
、
35
歳
未
満
１
名
程
）」

と
奨
学
金
貸
与
「
県
内
の
医
薬

学
部
生
／
院
生
（
１
〜
２
名
）」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
未

来
は
若
い
人
達
の
熱
気
溢
れ
る

活
力
に
か
か
っ
て
お
り
、
若
手

医
学
者
や
若
い
医
薬
研
究
者
へ

の
支
援
は
若
手
に
自
信
を
与
え

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
に
役

立
ち
、
医
学
薬
学
の
創
造
的
先

端
研
究
の
活
性
化
を
担
う
若
手

を
育
て
ま
す
。
何
卒
、
皆
様
の

猪
之
鼻
奨
学
会
へ
の
ご
理
解
と

ご
寄
付
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
理
事　

山
口
直
人
）

　

猪
之
鼻
奨
学
会
の
歴
史
資
料

本
奨
学
会
の
長
い
歴
史
の
証
左
と
な
る
貴
重
な
資
料
の
一
部
を
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。
今
号
で
は
〔
奬
學
會
寄
附
金
申
込
領
收
報
告
〕
よ
り
広
告
ペ
ー
ジ
を
掲
載
し
ま
す
。


